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intra-mart X Server Version 5.0 

リリース・ノート 
第 2版 2006/12/25 

 

1. はじめに 
 

（１） 弊社では、この本ドキュメントに記載されている『検証済み環境』にて動作確認をおこなっています。 

（２） 弊社の提供するドキュメントに記述の無い全ての事柄は、サポート対象外です。 

（３） 本製品に関する、最新の技術情報やパッチ情報は次のサイトをご覧下さい。 

intra-mart Support Site ： http://www.intra-mart.jp/support/intramart.cgi 

（４） IM-X Serverのデザイナ（IM-X Designer）で作成した帳票テンプレートは、日本オプロ社 OPRO X Server製品

のデザイナ（OPRO X Designer）で開くことはできません。また、日本オプロ社 OPRO X Server製品のデザイ

ナ（OPRO X Designer）で作成したテンプレートを、IM-X Serverのデザイナ（IM-X Designer）で開くことも

できません。 

（５） スクリプト（ページベース）開発モデルから呼び出す場合、JavaAPI を使用する方法があります。 

JavaAPIのドキュメントについては、「2. ドキュメントリスト」をご覧下さい。 

また、Javaクラス呼び出しについては、 

   intra-mart製品に付属のAPIリスト[スクリプト開発モデル]-[・その他]-[JAVA クラスの利用]を参考ください。 

（６） サンプルについて 

※ [INSTALL_PATH]は、IM-X Serverインストールディレクトリを指します。 

・ JavaAPIのサンプルは、[INSTALL_PATH]/tools/api/java/sample.java です。 

・ WindowsAPIのサンプル（Delphi）は、[INSTALL_PATH]/tools/api/win/delphi/delphi_sample.zip です。 

・ WindowsAPIのサンプル（VB）は、[INSTALL_PATH]/tools/api/win/vb/vb_sample.zip です。 

・ WindowsAPIのサンプル（VC++）は、[INSTALL_PATH]/tools/api/win/vc++/vc++_sample.zip です。 

・ HTTP 連携の場合、デザイナのオプションメニュー → 「サンプルHTML の作成」から、呼び出し用 HTML のサン

プルを作成することができます。 

 

2. ドキュメントリスト 

 
（１） 製品マニュアル（PDF） 

CD内の、各製品名のフォルダ以下「manual」にあります。 

（２） リファレンス・マニュアル（HTML） 

CDの最上層にあるmanual.html です。セットアップ等の際にご参照ください。 

（３） デザイナ ファーストステップ (PDF) 

CD 内の、docs/OXD-FirstStep.pdf です。また、リファレンス・マニュアル「OPRO X Designer ファーストステップ 
(PDF)」からもアクセスできます。 

（４） CGI / サーブレット パラメータリスト（HTML） 
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CD内の、docs/parameter_list_ja_2.5.html です。また、リファレンス・マニュアルからもアクセスできます。 

 

（５） JavaAPIドキュメント 

CD内の、docs/api/java/doc_jp/index.html です。また、リファレンス・マニュアルからもアクセスできます。 

 

3. 動作環境 
 intra-mart X Server V5.0 が動作するには、intra-mart WebPlatform／AppFramework Version 6.0.1(Patch１)以上が 

必要です。 

この本ドキュメントに記載されていない事項については、intra-mart WebPlatform／AppFramework の同製品の 

リリースノートを参考ください。 

 

3.1 IM-X Server 

Java実行環境 JRE1.4.1 以上 (JRE1.4.2_07 が OXS と共にインストールされます) 

Web/AP サーバ CGI もしくは Servlet(Servlet 2.2 以上)をサポートするサーバ 

CPU 

UltraSPARC-IIi(UltraSPARC5)以上が必要 

POWER3-II 375 MHz 以上が必要 

Intel PentiumIII 600 MHz 相当以上が必要 

メモリ 512 MB 以上が必要 

ディスク容量 110 MB 以上の空き容量が必要 

動作確認済みOS 

Solaris 8 

Red Hat Linux 6.2/7.2 

Miracle Linux Standard Edition V2.0/V2.1B 

(Kernel version 2.2.14 or higher,egcs-2.91.66) 

Windows Server 2003 Standard/Enterprise Edition 

Windows XP Professional 

Windows 2000 Professional/Server/Advanced Server 

Windows NT Workstation/Server 4.0 

IBM AIX 4.3.3/5L 

HP-UX 11i 

検証済みデータベース 

Oracle8-10g 

PostgreSQL7.2-8.0 

SQLServer7、2000、2005 

DB2 UDB 7-8 

※ サーバからの直印刷機能（Print Service）は、Windows プラットフォームのみの対応となります。 

※ Linux/Solaris プラットフォームにて CGI をご使用になる場合は、"libstdc++.so.2.10.0" および "libstdc++.a.2.10.0" をシス

テムに適用する必要があります。これらは GNU C コンパイラ(例えば gcc 2.95.1 )にあります。 

※ Windows プラットフォーム以外でグラフ生成・画像の透過処理を使用する場合は、X Window 稼働下で IM-X Server を起動

する必要があります。 

※ OXS API for Java は、JRE1.4.1 以上で動作します。 

※ OXS API for Windows を使用する場合は、JRE1.4.1 以上が必要です。 
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3.2 IM-X Designer 

OS 

Windows Server 2003 Standard/Enterprise Edition 
Windows XP Home Edition/Professional 
Windows 2000 Professional/Server (SP1 以上) 
Windows NT Workstation/Server 4.0 (SP4 以上) 
但し、Internet Explorer 4.0 以上がインストールされていることが必要。 

CPU Intel PentiumIII 500 MHz 相当以上が必要（1 GHz以上を推奨） 

メモリ 256 MB 以上が必要 

ディスク容量 インストールには 90 MB 以上の空き容量が必要 
動作させるには 100 MB 以上の空き容量を推奨 

 

 

3.3 クライアント環境 

動作検証済みウェ

ブブラウザ 

Internet Explorer 5、6、7 
Firefox 1.0、1.5、2.0 
Opera7、8、9 
Netscape7.1 

 

4. 著作権および特記事項 
intra-martは株式会社 NTTデータ イントラマートの商標です。 

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. 

の米国ならびにその他の国における商標です。 

OPRO X Server は日本オプロ株式会社の商標または登録商標です。 

他の会社名、製品名およびサービス名などはそれぞれ各社の商標または登録商標です。 

 

 

以上 


